



































































































































































































































































































































様相１ あきら かつや さちお
かつや さちお あきら
かつや あきら さちお
あきら さちお かつや
さちお かつや あきら
さちお あきら かつや
様相２ あ－か－さ か－さ－あ
か－あ－さ あ－さ－か
さ－か－あ さ－あ－か
すると離れてはいるが，同じ頭文字から始まる
ものが２つずつあるのがわかる。そしてその２
個ずつの組は３組あることを確認することがで
きる。
このように振り返ることで，はじめは無秩序
に見えて，意味を見出せなかった，様相１・２
に対して意味付けをすることが可能になると考
えられる。つまりはじめに行った試行錯誤の段
階もまったくの無駄ではなく，そこにも意味付
けが可能で価値を見出すことができると考えら
れる。またこのようにすることで，試行錯誤を
保証することができる。
Ⅳ．研究の結果
本研究のまとめとして前節で定義した式化に
向けた４つの活動が式化の過程でどのような役
割を果たしているのか整理してみる。
１）試行錯誤
試行錯誤とは，問題を解決するための最初の
活動であり，そこで得た知識・経験が直観を生
み出すもととなる。
例えば，ここでは，様相１がそれにあたるの
だが，この様相からは，求めたい答えに対して
およその見通し持ったり，さらにもっと優れた
やり方はないかと新たな直観を生み出したりす
る役割りがあると考えられる。
２）試行錯誤の振り返り
試行錯誤の振り返りとは，ただやってみるだ
けの段階だった試行錯誤を振り返りさらに解決
へと進んでいくことである。
例えば，様相２以下の様相は試行錯誤の段階
の様相１を振り返り，もっと優れた手際のよい
やり方はないかと考えたときに考え出される様
相なのではないかと考えられる。つまり試行錯
誤の振り返りをすることで思考が前に進むので
ある。
３）対比
対比とは，今までのものと対比させ共通点・
相違点を洗い出すことで問題の構造を捉えてい
く活動と前節では定義した。
ここでは，前に進めた思考を比較し比べ，ど
ちらがやりやすいのか，またまだ優れた考え方
はないのかなど考えていくのもこの対比の活動
と言えるのではないかと考える。またそしてそ
の比較された様相の共通点を洗い出すことで，
一般性を求めたり，一つの式として集約したり
していくのもこの対比の活動なのではないだろ
うか。
たとえば順列の問題でどの様相で解いても同
じ６通りという解が求まる。ここから，どれが
いちばん求めやすいのか比べたり，様相に共通
性がないのか見たりしていくことができる。
具体的に言うと順列の問題で様相４と様相６
は見た目が違うが，一番に走る人を決めるとそ
の時の走る順番は２通りずつあることがわかる。
様相４と様相６には，共通点があることが読み
取れる。それならば様相３とではどうか，また
様相５ではどうなのかと見ていくと同じ共通点
がみてとれる。
そこで仮定や推測を行うことでさらに思考が
深まると考えられる。
４）仮定と推測
仮定と推測とは，仮定と推測を構成し推論を
展開し問題を構成的に考えることである。
ここでは，対比して出てきた共通点をもとに，
一つの式に集約する際に用いられた活動と考え
ることができる。
つまりたとえば，様相３～６から得た共通点，
ひとりの先頭を決めると，その時の場合の数は
２通りということを考えたとき，先頭になりえ
るのは３人だから掛け算で求めることができる
のではないかと仮定したりすることができる。
すると３×２と立式していくことも可能になる。
さらに進んでは，ほかの問題でもこの考えは使
えるのではないかと考え，式を一般化したりす
ることができるのではないか。
逆に，表や図から立式できなかった子どもは，
他の子どもや，教師から示された式に現れてい
る数字を分析して自分の作った図・表に現れて
いる物がないか，など仮定してみていくという
活動もある。例えば，順列の問題の式　３×２
＝６の３は走る人数３人の３なのではないか，
または一番に走ることができる人の人数ことで
はないかとなどと仮定して式と図・表の関係を
読み取っていくということの役割も果たしてい
るのではないかと考えられる。
本研究では数量関係領域を取り上げたが，直
観は数量関係領域の式化の過程でのみ用いられ
るものではなくさまざまな問題解決の場で働く
ものである。特に図形領域では，中学以降の論
証の場面では，その図形に潜んでいる解決に必
要な図形や，補助線等を見出すことで，論理の
進行のすべき道を示すものであり，直観がなけ
れば論理的思考は行なえないと言われるほど，
さらに論理的思考とのつながりが深くなる。本
研究では，あまり論理的思考という側面からは，
検討はしなかった，そこで今回見出した直観の
はたらきが，論理的思考とどのように関係して
いるのか。また他の領域での，直観・論理的思
考の働き，関わりはどうなのかということを今
後の課題としたい。
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